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大戸幼稚園ちびっ子アート

「ともだちとみんなで
　　　　　くらしたいな」
　　　しみず　あやと （６歳）

「ともだち　だーいすき♡」
　　　なかむら　あすか （６歳）

2021年（令和３年）
４月１日　発行

◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和３年２月末現在
　男　16,005人
　女　15,926人
　総人口　31,931人
　世帯数　13,275世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合
　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●●町公式ホームページ
　http://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式ツイッター
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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里山に育む生きものたち
№104　ヒレタゴボウ

（フトモモ目　アカバナ科）

写真・文　　安　昌美

学名 Ludwigia decurrens

あ
ぜ

り
ょ
う

Walt.

▼
ヒ
レ
タ
ゴ
ボ
ウ
と
は

　

ア
カ
バ
ナ
科
チ
ョ
ウ
ジ
タ

デ
属
の
一
年
草
で
、
外
来
植

物
で
す
。
水
田
雑
草
と
し
て

知
ら
れ
、
湿
地
や
休
耕
田
な

ど
に
群
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
水
田
の
畔
近
く
に
、

幅
は
狭
い
で
す
が
、
帯
の
よ

う
に
群
生
し
て
花
を
つ
け
て

い
る
時
は
目
立
ち
ま
す
。
草

丈
は
１
ｍ
以
上
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
茎
に
は
３
か

ら
４
の
稜
（
ヒ
レ
）
が
あ
る

こ
と
、
葉
の
茎
に
付
く
部
分

の
裏
も
ヒ
レ
状
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
名
前
の
由
来
に

な
り
ま
す
。
タ
ゴ
ボ
ウ
は
丁

子
蓼
（
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
）
の

こ
と
で
、
在
来
の
水
田
雑
草

で
、
町
内
の
水
田
に
普
通
に

見
ら
れ
ま
す
。
別
名
に
ア
メ

リ
カ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
は
原
産
地
、
ミ
ズ

キ
ン
バ
イ
は
花
の
様
子
か
ら

の
名
前
で
す
。
黄
色
の
鮮
や

か
な
花
弁
は
、
一
見
す
る
と

園
芸
植
物
か
と
思
う
ほ
ど
目

立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ネ

の
生
育
を
邪
魔
す
る
た
め
、

除
草
剤
使
用
の
対
象
植
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
町
で
は
令
和
２
年
度
、

前
田
の
涸
沼
前
川
近
く
の
水

田
で
確
認
し
ま
し
た
。
い
つ

頃
か
ら
町
内
に
生
育
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
ヒ
レ
タ
ゴ
ボ
ウ
の
渡
来

　

ヒ
レ
タ
ゴ
ボ
ウ
の
原
産
地

は
熱
帯
ア
メ
リ
カ
地
方
で
、

北
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
南

部
か
ら
、
南
は
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
北
西
部
ま
で
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
昭
和
30
年

に
四
国
の
松
山
市
で
採
集
さ

れ
、
昭
和
31
年
に
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
少
し
遅
れ
て
昭

和
33
年
に
は
、
同
じ
く
四
国

の
徳
島
市
で
昭
和
29
年
に
採

集
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
高
知
市
で
は

も
っ
と
古
く
か
ら
生
育
し
て

い
た
と
い
う
説
も
あ
る
そ
う

で
す
。
帰
化
植
物
図
鑑
等
で

は
昭
和
30
年
説
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
本
州

（
関
東
地
方
以
西
）、
四
国
、

九
州
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
昭
和
41
年
に
見

つ
か
り
、
岡
山
県
で
は
昭
和

42
年
に
生
育
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

茨
城
県
で
は
昭
和
56
年
に

は
ま
だ
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
以
後
の
侵
入
と

思
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
稲
敷

市
、
取
手
市
、
龍
ヶ
崎
市
、

牛
久
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市

な
ど
の
県
南
部
地
域
に
は
広

く
見
ら
れ
ま
す
。
県
央
部
に

も
侵
入
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

南
部
ほ
ど
は
目
立
ち
ま
せ
ん
。

私
の
知
る
範
囲
で
は
、
水
戸

市
そ
し
て
那
珂
市
が
一
番
北

の
生
育
地
に
な
り
ま
す
。

　

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
外
来
種
の
増
加
と

い
う
問
題
を
抱
え
る
植
物
で

も
あ
り
ま
す
。


